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【SSI 部門におけるサーベイランスの概要と目的】 

当部門では、手術患者における術後感染の一つである手術部位感染（Surgical Site Infection、SSI）の発生状況

を監視し、その原因菌などに関するデータを参加医療機関から収集している。手術の種類（手術手技）別の SSI 発

生率を基本的な解析項目として、各医療機関に全体集計と比較したデータを還元している。また、SSI 発生のリス

ク因子別の SSI 発生率に関しても、同様に全体集計と比較したデータを還元している。さらに、各種因子別の SSI

発生率に関する全体集計を還元し、一般公開している。これらによって、参加医療機関における SSI 発生の問題点

を発見することを支援し、あわせて全国の医療機関における SSI 防止対策を支援することを目的としている。 

 

【図表】 

1.  手術手技別手術部位感染発生状況 

2.1.  手術手技別リスクインデックス別手術部位感染発生状況 

2.2.  手術手技別リスクインデックス別手術部位感染発生状況（特殊なリスクインデックスを使用する手術手技） 

3.  手術部位感染の原因菌 

 

【解説】 

1. 参加医療機関数（図表 1） 

2010 年年報（2010 年 1 月~12 月）におけるデータ提出医療機関数は 300 であり、前年より 12 の増加であった。

どの手術手技をサーベイランスの対象とするかに関しては、各医療機関の判断に任されている。最も多く選択され

た手術手技は COLN（結腸手術）で、233 医療機関がサーベイランスの対象とした。 

 

2. 手術件数と全体の SSI 発生率（図表 1） 

COLN が最も多く、14,900 件あまりがサーベイランスの対象となっていた。全体の SSI 発生率は手術手技ごとの

ばらつきが大きかった。低い方では、VHYS（経膣的子宮摘出術）で 0％となっている。高い方では、ESOP（食道

手術）の 17.9%が最も高く、REC（直腸手術）の 17.4%、BILI（肝胆膵手術）の 15.7%などがそれに続いている。

概して、消化器系手術の SSI 発生率が高い。 

 

3. リスクインデックス別 SSI 発生率（図表 2） 

本サーベイランスでは、SSI のリスク因子として以下の 3 つを定めている：創分類が Class III 以上、手術時間が

T 値（手術手技によって異なる）を超えていること、患者の術前全身状態を示す ASA スコアが 3 以上。これらのう

ち何項目に当てはまるかによって、手術症例ごとのリスクインデックス（RI）が 0 から 3 までのいずれかの値に定

められる。 

その数値によって症例を分割し、各々の群における SSI 発生率を表 2－1 に示した。おおむね、RI が大きい群ほ

ど SSI 発生率が高くなっているのがわかる。 

なお、特定の手術手技（CHOL、COLN、REC、APPY、GAST）においては特殊な方法によりリスクインデック

スを定める。詳細は巻末のリスクインデックスの算出方法を参照のこと。それによって症例を分割した、各々の群

における SSI 発生率を表 2－2 に示した。 
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4. 検体分離菌の状況（図表 3） 

SSI 発生件数は全体で 7,137 件、そのうち培養検査が実施されているのが 5,013 件であった。一検体から複数の

菌が分離される場合もあり、総分離菌数は 7,665 株であった。その内訳を表 3 に示した。Enterococcus faecalis

（ENTFS）が最も多く 1,113 株（14.5％）分離されており、以下 Pseudomonas aeruginosa (PA)、MRSA と続く。

これらの 3 菌種は、新システムが発足した 2007 年以降一貫して上位 3 菌種を占めており、今年の順位は昨年および

一昨年と全く同じであった。また、全体では消化器系手術に SSI 発生が多いことを反映して、消化器系臓器から分

離される病原体が多く報告されている。 

 

5. データの精度管理 

全体の SSI 発生率が 10％を超える手術手技（REC、ESOP、BILI、COLN、SB、OGIT ）で 20 例以上の手術件

数があるにもかかわらず SSI 発生がゼロであった場合、全体の SSI 発生率が 5％を超え 10%未満である手術手技

（XLAP、GAST、AMP、APPY）で 40 例以上の手術件数があるにもかかわらず SSI 発生がゼロであった場合は、

医療機関に問い合わせを行い、データに疑義が生じた 8 医療機関に関しては、全データを集計から除外した。この

ため、年報の結果は半期報の結果とは異なる場合がある。 

 



1. 手術手技別手術部位感染発生状況

手術手技分類 データ提出医療機関数 手術件数 SSI件数 SSI発生率

(対象期間 2010年1月1日～2010年12月31日)

2010年報(1月～12月)

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

34 197 17 8.6%AMP
143 4645 305 6.6%APPY
144 4897 769 15.7%BILI
46 1986 47 2.4%CARD
44 1036 46 4.4%CBGB
42 280 11 3.9%CBGC
158 7559 270 3.6%CHOL
233 14961 2215 14.8%COLN
36 1939 51 2.6%CRAN
21 1946 15 0.8%CSEC
90 871 156 17.9%ESOP
47 2041 34 1.7%FUSN
52 5982 65 1.1%FX
187 10507 988 9.4%GAST
97 5026 51 1.0%HER
16 144 1 0.7%HN
69 3160 32 1.0%HPRO
39 1318 18 1.4%HYST
62 2158 18 0.8%KPRO
48 2395 40 1.7%LAM
62 2226 27 1.2%MAST
41 624 7 1.1%NEPH
34 206 1 0.5%OBL
27 390 10 2.6%OCVS
21 494 3 0.6%OENT
28 263 2 0.8%OES
11 1720 2 0.1%OEYE
105 1605 166 10.3%OGIT
54 2104 57 2.7%OGU
45 3320 31 0.9%OMS
20 509 2 0.4%ONS
15 297 3 1.0%OOB
29 256 1 0.4%OPRO
33 470 4 0.9%ORES
49 1743 10 0.6%OSKN
36 607 18 3.0%PRST
213 6141 1070 17.4%REC
136 2634 361 13.7%SB
24 549 7 1.3%SKGR
66 259 14 5.4%SPLE
54 2399 37 1.5%THOR
8 70 1 1.4%TP
18 247 0 0.0%VHYS
53 2560 60 2.3%VS
22 319 7 2.2%VSHN
94 983 87 8.9%XLAP
300 106043 7137 6.7%合計

2011年07月28日

公開情報掲載日: 2011年09月14日

データ集計日:

(集計対象医療機関数：300)
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手術件数SSI件数
  SSI   
発生率

手術手技
分類

RI 0 RI 1 RI 2 RI 3

2-1. 手術手技別リスクインデックス別手術部位感染発生状況
(対象期間 2010年1月1日～2010年12月31日)

2010年報(1月～12月)

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

手術件数SSI件数
  SSI   
発生率 手術件数SSI件数

  SSI   
発生率 手術件数SSI件数

  SSI   
発生率

421 2.4%AMP 754 5.3% 7411 14.9% 61 16.7%
1547121 7.8%BILI 2825516 18.3% 505123 24.4% 209 45.0%
3134 1.3%CARD 86121 2.4% 79922 2.8% 130 0.0%
983 3.1%CBGB 47613 2.7% 45930 6.5% 30 0.0%
370 0.0%CBGC 1246 4.8% 1195 4.2% ― ― ―
80613 1.6%CRAN 93030 3.2% 1958 4.1% 80 0.0%
106310 0.9%CSEC 8554 0.5% 281 3.6% ― ― ―
1024 3.9%ESOP 684128 18.7% 8423 27.4% 11 100.0%
121613 1.1%FUSN 74417 2.3% 814 4.9% ― ― ―
379425 0.7%FX 189426 1.4% 27712 4.3% 172 11.8%
431229 0.7%HER 66020 3.0% 522 3.8% 20 0.0%
1170 0.0%HN 271 3.7% ― ― ― ― ― ―
211114 0.7%HPRO 95315 1.6% 933 3.2% 30 0.0%
7094 0.6%HYST 58112 2.1% 282 7.1% ― ― ―
12709 0.7%KPRO 7988 1.0% 881 1.1% 20 0.0%
112611 1.0%LAM 115327 2.3% 1142 1.8% 20 0.0%
186716 0.9%MAST 3469 2.6% 132 15.4% ― ― ―
3072 0.7%NEPH 2823 1.1% 342 5.9% 10 0.0%
1231 0.8%OBL 800 0.0% 30 0.0% ― ― ―
811 1.2%OCVS 1722 1.2% 1337 5.3% 40 0.0%
3120 0.0%OENT 1513 2.0% 310 0.0% ― ― ―
1830 0.0%OES 782 2.6% 20 0.0% ― ― ―
16442 0.1%OEYE 750 0.0% 10 0.0% ― ― ―
73235 4.8%OGIT 63269 10.9% 19547 24.1% 4615 32.6%
14985 0.3%OGU 54341 7.6% 589 15.5% 52 40.0%
27139 0.3%OMS 51112 2.3% 9210 10.9% 40 0.0%
4452 0.4%ONS 610 0.0% 30 0.0% ― ― ―
1471 0.7%OOB 1452 1.4% 50 0.0% ― ― ―
1860 0.0%OPRO 651 1.5% 50 0.0% ― ― ―
2511 0.4%ORES 2092 1.0% 90 0.0% 11 100.0%
14502 0.1%OSKN 2527 2.8% 371 2.7% 40 0.0%
3436 1.7%PRST 25812 4.7% 60 0.0% ― ― ―
124489 7.2%SB 993152 15.3% 355101 28.5% 4219 45.2%
3800 0.0%SKGR 1232 1.6% 394 10.3% 71 14.3%
721 1.4%SPLE 15211 7.2% 352 5.7% ― ― ―

143815 1.0%THOR 84919 2.2% 1123 2.7% ― ― ―
110 0.0%TP 450 0.0% 131 7.7% 10 0.0%
1390 0.0%VHYS 1060 0.0% 20 0.0% ― ― ―
81812 1.5%VS 104321 2.0% 68924 3.5% 103 30.0%
1823 1.6%VSHN 1194 3.4% 170 0.0% 10 0.0%
48424 5.0%XLAP 34330 8.7% 13424 17.9% 229 40.9%

(集計対象医療機関数：300)

2011年07月28日

公開情報掲載日: 2011年09月14日

データ集計日:
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2-2. 手術手技別リスクインデックス別手術部位感染発生状況
     (特殊なリスクインデックスを使用する手術手技)

(対象期間 2010年1月1日～2010年12月31日)

2010年報(1月～12月)

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

(集計対象医療機関数：300)

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

手術手技
分類

RI M RI 0 RI 1 RI 2 RI 3
 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

309532 1.0%CHOL 270080 3.0% 137596 7.0% 34849 14.1% 4113 31.7%
119580 6.7%COLN 7152761 10.6% 5003880 17.6% 1414400 28.3% 19794 47.7%
19912 6.0%REC 2571288 11.2% 2693549 20.4% 620198 31.9% 5823 39.7%

手術手技
分類

RI 0-Yes RI 0-No RI 1 RI 2 RI 3
 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

4459 2.0%APPY 124614 1.1% 1866109 5.8% 985147 14.9% 10326 25.2%
33510 3.0%GAST 1976108 5.5% 7062678 9.6% 1091178 16.3% 4314 32.6%

2011年07月28日

公開情報掲載日: 2011年09月14日

データ集計日:
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3. 手術部位感染の原因菌
(対象期間 2010年1月1日～2010年12月31日)

2010年報(1月～12月)

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

7137

5013

2124

7665

15 9 9 7 7 6 5 4 4 3 32

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ENTFS PA MRSA EC ENC 不明 SA BF SE ENTFM その他

(集計対象医療機関数：300)

菌種 分離数 分離割合(％)

7665n = 

上位10菌種以外はその他として集計

全SSI発生件数

培養検査非施行件数

培養検査施行件数

総分離菌数

分離割合（%）＝各分離菌数　÷　総分離菌

1113 14.5ENTFS
704 9.2PA
652 8.5MRSA
534 7.0EC
500 6.5ENC
460 6.0不明
352 4.6SA
328 4.3BF
314 4.1SE
225 2.9ENTFM
2483 32.4その他

2011年07月28日

公開情報掲載日: 2011年09月14日

データ集計日:
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